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V307a X線分光撮像衛星XRISMの科学運用に向けての模擬試験
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X線分光撮像衛星XRISMプロジェクト科学運用準備チームは、2023年度打ち上げ後の衛星運用に向けて、科
学運用における周到な準備を行なっている。その作業は、観測提案システムの構築、観測計画プロセスの樹立、観
測後の衛星テレメトリデータの FITS形式への変換やアーカイブ処理、それを用いた検出器の健全性確認のため
のシステム構築、軌道上較正計画の策定など、非常に多岐に渡る。2022年 11月に、およそ 2週間の日程で、運用
業者と共に、これまで開発してきた地上運用システムと、公募観測前の初期科学観測期のターゲット天体や、衛
星熱真空試験の取得データを用いて、運用模擬試験を行った。定常運用時に想定される時間制限のもと、複数の
パターンの観測スケジュールを立て、実施する運用のコマンドの作成とそのチェックといった衛星運用に望むま
でのプロセスを模擬し、観測データ取得後の作業についても、テレメトリデータのモニタや即時データ処理/高次
データ処理を実施し、NASA/GSFC の Science Data Centerとの通信確認も行った。本講演では、実施した試験
のうち、主に科学運用に関する内容について、結果の詳細と今後の課題を報告する。


